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1．緒言 

最近，我々は，Mg 空孔欠陥 (VMg) を導入

した Mg2Sn単結晶の Snサイトを Sbで部分置

換することで，低い格子熱伝導率 κlat と高い

電気伝導率 σ を同時に実現し，Mg2Sn0.99Sb0.01 

単結晶で最大の無次元性能指数 zT = 0.72 (650 

K) を得た[1]．これは，単相の Mg2Sn 系熱電

材料の中で最も高い値である．しかし，

Mg2Sn0.99Sb0.01 単結晶の VMg 量は Mg2Sn 単

結晶のそれ[2]より減少しており，VMg による 

κlat の低減効果は弱くなっている．Mg2Sn 単結

晶の Mg サイトを B で部分置換すると，結晶

格子にかかる化学的圧力が強くなり，VMg 量

が多くなったことから [3]，本研究では，

Mg2Sn0.99Sb0.01 単結晶の Mg サイトを B で

部分置換することで，さらに zT を向上するこ

とを目指した． 

2．実験方法 

既報[1,2]の作製法で，(Mg1-xBx)2Sn0.99Sb0.01 (x = 

0.00125, 0.0025) 単結晶を作製した．単結晶 X

線回折を用いて結晶構造を解析し，微細組織観

察と熱電性能測定を行った． 

3．結果と考察 

結晶構造解析の結果，(Mg1-xBx)2Sn0.99Sb0.01 

単結晶には VMg が存在しており，B 置換量 

x の増加とともに  8.9(17)% (x = 0[1]) から 

12.3(47)% (x = 0.0025) まで増加することがわ

かった．これにより κlat が減少し，x = 0.0025 

のときに最小値 (650 K で 1.25(1) W/mK) が

得られた．x の増加とともに σ も減少したが，

σ の減少率に比べ，κlat の減少率の方が大きか

ったため，(Mg1-xBx)2Sn0.99Sb0.01 単結晶の zT を，

Mg2Sn0.99Sb0.01 単結晶より高くすることがで

きた (Fig. 1)．最大の zT は x = 0.00125 のと

きに得られ，zT = 0.83 (650 K) を達成した．講

演では，(Mg1-xBx)2Sn0.99Sb0.01 単結晶の微細

組織，キャリア密度，キャリア移動度，および

ゼーベック係数についても報告する． 
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Fig. 1: zT values of the (Mg1-xBx)2Sn0.99Sb0.01 

single-crystals and Mg2Sn based single-crystals[1,2]. 

 

謝辞 

本研究の一部は，JSPS特別研究員奨励費 No. 

20J10512，東北大学-清華大学の共同研究ファ

ンド，および住友金属鉱山株式会社とのビジョ

ン共創型パートナーシップに基づく共同研究

基金の助成を受けて行われた． 

Ref. [2]

zT
6

5
0

 K

M
g

2
S

n

(κ
la

t:
 1

.4
7
 W

/m
K

)

(Mg1-xBx)2Sn0.99Sb0.01

0.01

0.72

0.83

M
g

2
S

n
0
.9

9
S

b
0
.0

1

(κ
la

t:
 2

.1
4
 W

/m
K

)

Ref. [1]

0.80

x
=

 0
.0

0
2

5
(κ

la
t:
 1

.2
5
 W

/m
K

)

x
=

 0
.0

0
1
2

5
(κ

la
t:
 1

.4
0

 W
/m

K
)

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)17p-Z17-11 

© 2021年 応用物理学会 08-085 9.4


